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気象衛星rひまわり」データによる雲量分布＊

小　野　田　仁＊＊

　1．まえがき

　地球の熱収支を論ずる時，雲量のデータは大きな役割

を占めている．

　例えぽ，下層雲の存在は，地表から出てゆく輻射（長

波放射）エネルギーに対しては多いわゆる温室効果によ

って，地表及びその付近の放射冷却を抑え，一方，地球

外から入ってくるエネルギー，すなわち日射（短波放

射）エネルギーに対しては，直接これをさえぎり，地表

及びその付近の冷却効果を促すことはよく知られてい

る．

　このように熱収支推算にあたり，雲量データは重要な

役割を果すが，従来，雲量観測の実施は，主として陸上

の気象観測所で行なわれ，広大な海洋，砂漢，密林，山

岳，氷冠・凍土地帯ではほとんど実施されていない（海

洋では若干の船舶によるデータが入手できる）。そして，

こうした地球上のデータ空白地帯の存在が，熱収支論の

発展をはばむ・一要因となっていたことも事実である．

　静止気象衛星rひまわり」は昭和52年7月に打上げら

れ，翌昭和53年4月から取得データによる雲量分布算出

処理が実施されているが，これは上記のデータ不足を補

うことが目的であり，当面，南北両半球にわたる海洋上

の雲量データの抽出が実施されている．

　本文は，この雲量分布算出の方法および算出データの

特徴等について，概略的な説明を試みたものである．

2．赤外データの利用と取得

rひまわり」にはVISSR（可視・赤外放射計：visi一

＊Cloud　Distribution　obtained　by　GMS　data．

＊＊Hitoshi　Onoda，気象衛星セソター管制課（現気

　象庁海上気象課）．

1980年6月

ble　and　Infヒared　SPin　Scan　Radiometer）が塔載され

ている．このVISSRは，いわば可視光と赤外光を利用

した写真機であり，可視では昼間の雲分布，赤外では．

昼・夜間にわわたる雲分布や地球表面の温度分布の情報

取得が可能である．現在r雲量分布算出」は，これら情

報のうち赤外データを利用して処理が行なわれている．

　rひまわり」は，赤道上空（東経140。）高度約35，800

kmの静止軌道に打上げられているが，この高度からの

VISSRの瞬時視野（画素，1回のシャッターチャソス

でとらえ得る地球上の面積）は，衛星の直下点（赤道

上，東経140。）で直径約5km（可視の場合は約1・25

km）の円注1）に過ぎない．従って地球の円形燥を捉える

ためには，VISSRを高速で東西方向にまた南北方向に

動かし，地球表面を連続走査撮傑して取得された画素を

つなぎ合せる操作が必要となる．

　実際の「VISSR観測では，この高速連続走査撮像1は，

衛星のスピン（100回転／分）を利用し1回の観測につぎ

25分間（北極から始めて南極に至る）にわたって行なわ

れる．この間に取得された画素データ（可視：約1億3

千万個，赤外：約1千7百万個）は，VISSRが地球を

向いた時に超高速（約200万個／秒）で送られてくる．こ

れら画素データは，まず，気象衛星通信所（埼玉県鳩山

村）で受信され，画素の修正・配列替及び電子計算機処

理に適当なスピードに落とすなどの処理が行なわれ，マ

イクロ回線によって気象衛星センター（東京都清瀬市）

に送られてくる．同セソターでは，これらのデータを用

い，直ちにオンライン処理による地球画像（雲写真）の

作成を行なうと同時に，データをバッチ処理用として磁

気テープ（MT）に収録する．このMTはVISSR－MT

と呼ばれ，これを用いてr雲量分布算出処理」が行なわ

れる．
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第1表 緯度と経度の関数として表わした赤外チャ

ソネルの地上分解能（第1図における長円
の型）．
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第1図　緯・経度によって変化する画素の型．
SSP：衛星直下点（Sub　Satellite　Point）
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　地球上の全ての物体は，それぞれの表面温度に対応し

た熱エネルギーを電磁波として放出（熱放射）してい

る．従って，この電磁波を測定すれば，それぞれの物体

の表面温度を知ることができる．この放出される電磁波

の波長領域は赤外光の領域（3～25ミクロン）にあり，

この性質を利用したものが赤外写真機である．すなわ

ち，赤外画傑に映し出された物体の明暗は，そのまま表

面温度の情報である．この明暗の尺度にr輝度」という

言葉が使われるが，VISSRの赤外データの場合，輝度

は0～225の階調に分けられ，それぞれの階調に応じた

温度（観測輝度温度）が定められている．

b 0
緯　度　線

体

　5．分解能と計算領域

　前述のように，赤外画素の面積は衛星の直下点で直径

約5kmの円形注1）となるが，これを別な表現でr分解

能は5kmである」という．この画素の面積は，被測点

が衛星直下点（仰角90。）から離れ，被測点からの衛星

に対する仰角が減少するにつれて少しずつ増加し，衛星

直下点で円形であった画素は次第に変形して長円形とな

る．この現象は，地球表面が静止衛星に対して凸の球面

であることから起り，この関係は緯度・経度の関数とし

て表現され，これを図と表で示したものが第1図及び第

1表である．このように，画素面積が増すことをr分解

能が落ちる」というが，これはすなわちデータの精度が
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　　　長　軸
　　　短　軸
長軸と緯度線の角
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θ（度）

悪くなることを意味している．

　東京は，北緯約36。，東経約140。（衛星直下点のほぼ真

北）に位置している．第1表によれば，東京付近の分解

能は，長軸約7km，短軸約5kmであり，直下点分解

能と比べ余り落ちていないことがわかる．これに対し，

地球円形画檬の縁辺領域では，分解能が数倍以上に達し

著しくデータの精度が落ちることがわかる．

　雲量の算出範囲は，北緯50。～南緯49。，東経90。～西

経171。の各緯・経度線に囲まれた範囲（海面水温の算出

範囲と同じ）であり，この範囲外のデータは全て精度不

良として計算対象から除外されている．

　4．大気補正

　衛星rひまわり」と地球の間には大気が存在してい

る．大気は多くの気体の混合物であり，これら気体の多

くが電磁波を吸収する性質を持っている．すなわち，地

球表面から放出される電磁波を衛星で観測する場合，電

磁波がセソサー（rひまわり」の場合はVISSR）に達す

、天気”27．6．
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るまでに，どれ程の吸収性気体の中を通過してきたかを

知ることが必要となる．

　rひまわり」のVISSRで用いられている赤外の波長

領域は，赤外光領域（3～25ミクロン）の中でも比較的

大気の透過性が良い10．5～12．5ミク・ンの波長領域で，

いわゆるr大気の窓」と呼ばれる領域であるが，やはり

水蒸気や炭酸ガスなどの影響を受ける．rひまわり」に

よって得られる地球表面の赤外温度データは，これら大

気中の気体による吸収分を差引いた値であり，高精度の

データを得るためには，この吸収分の補正を行なう必要

があり，これをr大気補正」と呼んでいる．

　大気中における炭酸ガスの分布はほぽ一一様であり，ま

たその影響も水蒸気と比べかなり小さいため，補正上の

問題はあまりない．しかし，水蒸気の影響は大きく，そ

の分布も季節，地域，気団などによって非常に大きく変

動する．従って，データの抽出計算に当っては，あらか

じめ，計算当日の水蒸気の分布状況を掴んでおくことが

理想となる．

　しかし現在のところ，上記のようなキメの細かい水蒸

気量分布データの取得は困難であり，現在VISSRデー

タの抽出に用いられているr水蒸気量分布データ」は，

主として過去の高層観測データをもとに，月別に統計作

成（緯・経度5。メッシュごと）されたもので，データの

空白領域（海洋や山岳地帯など）についてはかなりな推

算が加えられている．

　このr水蒸気量分布データ」の改良については，衛星

による観測値と地球上の実測値との比較などによって少

しずつ進められているが，最近では，軌道衛星による

r鉛直分布観測」（含水蒸気量観測）のデータ集積に期

待が寄せられている．

　大気補正を行なうに当って，上記以外に考慮すべき現

象としては，

　（1）r大気の散乱」：大気中の気体分子やエアロゾルの

存在によって電磁波が散乱し，大気の透過性を弱める

（吸収性を強める）現象．

　（2）r大気の再射出」：外部から入ってくる電磁波を吸

収した気体が，再び外部に向って電磁波を放出する現

象．

　（3）r太陽反射」：雲や地球表面等に入射した太陽の放

射エネルギーの一部が，上方に反射される現象．

　等があるが，いずれもVISSRでとらえる電磁波の全

体量の中では，その影響は非常に小さいものと考えられ

無視されている．特に，（3）のr太陽反射」の影響は，

1980年6月
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3・5～4・0ミクロンの波長領域では非常に強く，昼間の温

度測定を不可能にする程であるが，幸いにしてVISSR

で使用している波長領域は，前述のようにr大気の窓」

領域（10．5～12．5ミクロン）であるためほとんどこの影

響を受けない．

　5．雲量分布算出の方法

　雲量分布の算出は，r海面水温抽出」と併行して自動

処理される．現在，長期予報の一資料として，半旬及び

月平均雲量分布図が作成されているが，これらの図を作

成するために，まず日平均雲量が求められる．

　5・1・日平均雲量の算出

　5・1・1・ヒストグラムの利用

　r海面水温算出」の際，1日6時間ごとに得られた4

本のVISSR－MTの赤外データにより，緯・経度1。メ

ッシュ（一計算単位領域）ごとのヒストグラム（縦軸が

データ数，横軸が温度階級の度数分布図）が作られ，日

平均の水温抽出が行なわれるが，雲量の日平均値の抽出

もこのヒストグラムを用いて行なわれる．

　r海面水温算出」と異なる点は，海面水温ではヒスト

グラムの高温部のデータが抽出対象となったが，r雲量

算出」では逆に低温部のデータが注目されることであ

る．すなわち，r一般に海面水温の方が雲の温度（正確

には雲頂温度）よりも高い」という事実が利用されるわ

けである．

　第2図はヒストグラムの一例である．図は2本の点線

によって三つのデータ群に分けられている．焔が海面

データ群，．凡が下層雲データ群，砺が上層雲データ

群である．この層別によって，1計算単位領域の全雲量

は，

　　　　ST＝恥＋瓦×10
　　　　　　覇＋瓦＋恥

上層雲量SHは，

　　　　　　　　恥　　　　SE＝　　　　　　×10
　　　　　　砺＋瓦＋疎

下層雲量SLは，

　　　　SL＝　　瓦　　×10
　　　　　　珊＋瓦＋＆

となる．

　ところで，上記のような層別を行なうためには，各デ

ータ群の境界の値丁、，T2をあらかじめ決めて置く（各

計算単位領域ごとに）ことが必要となる．

　5。1。2・閾値の決定

　丁、，T2のように，各データ群の区分けの基準となる

5
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　　　　第2図　ヒストグラム例．

F　：度数
TBB：観測輝度温度
FH　：上層雲データ群

凡　：下層雲データ群

Fs　：海面データ群

丁1　：400mb高度の閾値（。C）

T2　：下層雲と海面を識別するための閾値（。C）

値を閾値（いきち）と呼ぶ．

　この閾値の決定は雲量分布算出処理に先だって行なわ

れ，その決定には，前旬に計算されたr旬平均海面デー

タ」やr鉛直温度分布データ」およびr水蒸気量分布デ

ータ」等が参照され，大気補正が加えられたT1，T2の

値が計算され設定される．

　上記のr鉛直温度分布データ」は，r水蒸気量分布デ

ータ」と同様に，過去の高層観測データをもとに月別に

統計作成（内容は緯・経度5。メッシュごとの温度・露

点温度・高度値の鉛直分布）されたもので一種の気候値

である．従って，これによるデータが観測時の実況と合

わないヶ一スも多々考えられ，こうした場合への対応と

してr気団指定による利用法」が実施されている．この

方法は，あらかじめ準備されたr鉛直温度分布データ」

を月別に使用するだけでなく，毎日の天気図から気団解

析を行ない，実況に近いr鉛直温度分布データ」を採用

する方法である．例えば，観測時が3月であっても，あ

る領域の大気の状態が2月に近いと思われる時は，r3

月のデータ」の中に，その領域のデータとしてr2月の

データ」を部分指定してはめ込みを行ない，全く新しい

r鉛直温度分布データ」を作成してこれを使用すること

などである．このr気団指定」は毎日00Zと12Zに

実施されている．

　T、の値には，現在400mb高度の温度が設定されて

6

いる．すなわち，400mb高度以上の雲を上層雲，未満

の雲を下層雲とする層別が行なわれているが，この閾値

については，必要に応じてより多くの層の値を設定する

ことが可能である．

　下層雲と海面とを識別するための閾値為の値は，当

初，

　海面水温値（前旬平均）一5。C　　　　（注1）

が設定されたが，現在では，

　Tlooo（1000mb面高度の気温）一5。C　く注2）

が用いられている．すなわち，最低高度の下層雲（雲頂）

の温度は，1，000mb面高度の気温よりも5。C低いも

のとみなされている．この50Cの値は，過去の統計や

気温逓減率などから総観的に定められたもので，海面に
　　　　　　　　　　　　　　
這うように存在するより低高度の霧や層雲などの識別
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（海面水温との）は困難な場合が多い．従って，よりメ

ソ的な雲量解析が要求される場合には，季節や海域など
　　　　　　　　　　
によって，よリキメの細かい閾値の設定が必要となろ

う．ただし，現在この方面の実測データはきわめて少な

い．

　5．1．3．陸上雲量の除外

　陸上の雲量を抽出計算する場合，まず問題となるのは

陸上におけるT2（陸地表面と下層雲を識別するための

閾値）の値である．海洋上と同様に，一応このT2の値

として，

　　　　陸地表面温度一5。C

　　　　Tlooo－5。C

の二通りの設定が考えられる．

　しかし，，海面水温の変化量と比べて，陸地表面温度の

日変化量は非常に大きい．すなわち，海面水温の日変化

量は，海域や季節，あるいはその日の気象条件などによ

って若干の差がみられるが，ほぼ0・2。C～1・5。C以内

に納まる程度である　（旬間の変化量も小さい）．これに

対し，陸地表面温度の日変化量ははるかに大きく，その

量は10。Cのオーダであって，地域・条件によっては

50。C以上にも達することが知られている．すなわち，

1計算単位領域の1日のT2の値を，海洋上と同様に，

1個のr気候値」によって表現することには大きな無理

があるということである．従って，陸上の雲量算出のた

めには，その処理時間帯によって，また地域によって∋

各計算単位領域ごとに複数個のT2値を準備しなければ

ならないが，現在，こうしたキメ細かなデータはほとん

ど得られていない．

　また，陸上に自生または栽培される植物相の違いによ

、天気”27．6．
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第2表　半旬表
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注）各月欄とも上段が半旬番号・下段が期日（月／日）を示す．各月は，6半旬をもって月統計を行なう

　　月は7半旬で実施）．閏年は第12半旬が6日間となる．
（ただし8

って，電磁波の射出率が変化することも知られており，

この現象への対応も今後の問題となっている．

　上記の理由によって，現在，陸上雲量については，高

精度ののデータ取得が困難な状況にあり，全て抽出対象

から除外されている．陸上部として計算から除外される

計算単位領域の数は，約2，400個である．

　6・雲量分布図の作成と利用

　陸上部のデータを除き，抽出された海洋上の日平均雲

量データ（約7，600個）は，5日ごとに累積・平均（各

計算単位領域ごとに）され，r半旬平均雲量分布図（全，

上層，下層雲量の3図）」がXYプロッターによって自

動作画される．さらに，半旬平均のデータは月ごとに累

積平均され，半旬平均図と同様な形式でr月平均雲量分

布図」が作画される．

　第3図は，自動作画されたr半旬平均雲量分布図」の

一例で，第2表は，雲量統計の基準となるr半旬表」で

ある．

　r半旬表」の特徴は，毎年1月1日から5日ごとに番

1980年6月

号が付されて年間73半旬が定められていること，普通月

は6半旬で月統計が行なわれるが8月のみは7半旬とな

ること，閏年には2月の最終半旬（第12半旬）が6日間

となることなどである．

　r雲量分布図」を利用する時，特に注意すべぎこと

は，衛星による観測が従来の地上観測とは形式が異なる

ことである．すなわち従来の形式は，地上から雲を見上

げて観測を行なうが，衛星による観測は，宇宙空間から

地球上の雲を見おろす形となる．従って，衛星による観

測では，上層雲の下に下層雲が存在している場合，この

下層雲の抽出は不可能であって本来の雲量に加算されな

い・また，上層雲が電磁波（大気の窓領域）に対して透過

性である場合も，本来の上層雲量は求められない．さら

に，閾値（T2）が総観的に定められているため，低高度

の霧や層雲の識別に問題が残されている．r分布図の利

用」に当っては，このような従来データとの質の差に留

意すべきである．
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半旬平均雲量分布図（下層雲量）〔昭和53年7月15日～7月19日（第40半旬）〕．

図中には，緯・経度5。メッシュ領域ごとの平均雲量がプ・ットされている．

等値線のレベルは7．5，3．5及び0．5であるが，等値線は1。メッシュ領域の平均

雲量値によって自動作画されるので，図中の数値（5。メッシュ領域平均）とは

必ずしも適合しないことに注意すべきである．なお，0．5の等値線は，該当域

がないため本図には引かれていない．

7．雲量データの即時利用

7．1．数値予報への利用

現在，長期予報への利用から半旬平均と月平均の2種

類の雲量分布図が作られ，このために，まず1日6時間

おぎの4回の観測データ（VISSR－MT4本）を累積し

て日平均雲量が計算されている．

8 、天気”27．6．
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第4図（a）　TBB分布図解析例（台風眼が明瞭な場合）〔昭和54年台風16号，9月26日，04時08分（Z）観

　　　　　　　測〕．図中の数値は観測輝度温度（。C）である．×印が台風中心でその温度は＋2。Cである

　　　　　　　が・周辺の温度は一60。C～一80。Cに達していることに注意．図の左端及び上端には，緯・

　　　　　　　経度が5。おきに目盛られている．

　しかし，現実の衛星による観測では，1回の観測

（VISSR・・MT1本）で全球的な雲量分布の把握が可能で

ある．すなわち，雲量データの即時的な利用が可能であ

る．

　最近，このデータの即時利用の面が注目され，開発が

進められていたが，昭和54年10月1日から，つぎのデー

タが1日2回（00Zと12Z）即時的にアデス（気象資

料自動編集中継装置）を通して気象庁に伝送されるよう

になった．

　伝送データの内容は，緯・経度1。メッシュごとの

　　　　400mb以上の雲量

　　　　400mb～500mbの雲量

　　　　500mb～600mbの雲量

1980年6月

　　　　600mb～700mbの雲量

　　　　700mb以下の雲量

などで，これらのデータは数値予報への入力として用い

られ，その予報（じょう乱発達予想，雨量予報，航空関

連の悪天予想など）への貢献度が期待されている．

　7．2．丁詔分布図解析（台風中心位置解析）

　これまでの説明で述べたように，雲量の判定は赤外デ

ータから得られる観測輝度温度（丁朋）に基づいている、

現在，ルーチン的に出されている雲量分布図は，中・長

期の気象・気候解析にとって重要な資料となっている

が，中規模現象の調査には，雲量分布よりもむしろ丁肥

分布（雲分布）そのものの方が利用効率が高い．ここ

では，丁昭分布図を介して得られる台風時の雲分布解

9
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TBB分布図解析例（台風眼が不明瞭な場合）〔昭和54年台風16号，9月30日，08時38分（Z）

観測〕．高温・低温域が混在して，等温線はかなり複雑なパターソを示す．寒気のスパイラル

（実線）及び暖気のスパイラル（点線）からみて台風中心は，N33．3。，E133．8。付近にある

と思われるが定かではない．

析7）・9）について述べる．

　現在気象衛星センターでは，台風臨時作業に含まれる

VISSR観測終了直後に，VISSR－MTを用いて台風中

心を含む小領域の指定切出しを行ない，その領域内の

T8Bをディジタルデータとしてラインプリンターで出力

（緯・経度1。メッシュ）し，等値線解析を行なってい

る．

　一般に，台風は発達した雲バンドに取巻かれている

が，中心付近は低い雲に覆われるかまたは雲が切れてい

ることが多い．すなわち，台風の雲バンド領域は低温で

あるが，中心部はより高温傾向にあるということであ

る．この傾向は，台風の眼の形が明瞭な時ほど顕著であ

って，こうした場合，等値線解析で高温域を抽出し，中

10

心位置を求めることはきわめて容易である．

　現在，T8B分布図の出力は，VISSR観測終了後5分

以内に終了しており，従って，眼が明瞭な場合の中心位

置の決定は，VISSR観測終了後10～15分程度で可能と

なっている　第4図（a）は，台風眼が明瞭な場合の解

析例である．

　しかし，眼が不明瞭な場合の丁肥分布図解析は簡単

ではない．この場合は，台風中心をめぐる雲バンドのス

パイラル性が利用されるが，場合によっては不明に終る

場合も多い．この点，今後のデータ集積と調査・研究が

必要である．第4図（b）は，眼形不明瞭な場合の解析

例である．

　なお，昼間においては，可視データによってアルベー

、天気”27．6．
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ド分布図が出力されている．この場合，アルベードの

高い領域が雲域であり，アルベード分布も雲分布を求め

る手掛りとなるが，夜間には得られないうらみがある．

　丁肥分布図は，台風以外にも集中豪雨・前線・低気圧

など多くの気象現象解明に多用されることが期待されて

おり，すでに若干の調査・研究10）・12）がなされている．

　8．可視データによる雲量算出

　初期の衛星には，可視放射計のみが塔載された関係

で，雲量に関する調査も，歴史的にはまず可視データの

利用から始められた．

　しかしこの調査は，次の二つの理由のために難行し

た．一一つは，撮影時刻の太陽の位置や衛星仰角の差によ

って，同様な対象物を撮影しても，その得られる可視デ

ータ（輝度）に非常に大きな差があるということであ

る．他の一つは，雲に入射する太陽エネルギーの反射率

の変化などを含むr雲の光学的特性」がほとんど不明で

あるということである．

　上記二つの理由と，また，可視では夜間のデータが全

く得られない理由もあって，衛星に赤外放射計が塔載さ

れるようになってからは，次第に赤外データ利用に焦点

が移されるようになった．

　rひまわり」データによる雲量分布算出も，現在では

赤外データ利用のみに限られており，可視データ利用に

ついては未だ調査段階にある．

　諸外国における可視データの利用努力はその後も続け

られているが，上記二つの問題点は依然として解決され

ておらず，最近の米国における可視データ利用の主点

は，雲量抽出よりもむしろ降水量との関連11）などに移行

している．

　9．あとがき

　衛星データ利用による雲量分布算出は，各国で調査的

あるいは研究的に実施されているが，現在，これを業務

化しルーチン業務として実施しているのは我国のみであ

る．従って，我国の本業務の運用及び成果は，世界各国

関係者の注視の中にあるわけである．

　しかし，本業務の発足は昭和53年4月からであり，現

在までに1年半を経過したに過ぎない．まだまだ多くの

問題点を抱えており，未開発の面も多く残されている．

これらの問題点については，本文の中でも若干触れてき

たが，その中でも大きな項目をあげるとつぎのとおりで

ある．

1980年6月

403

　（1）大気補正におけるr気候学的水蒸気量」の使用

　（2）雲の高度計算におけるr気候学的鉛直分布値」の

　　の使用

　（3）陸上雲量の算出

　（1）と（2）については，極軌道衛星データ集積と高

層観測実測値との比較を実施することによって，大きな

改善が期待されている．（3）については，前記の陸地表

面温度の日変化の問題及び植生による電磁波の射出率の

変化の問題の外に，凍土上では接地逆転層が．日中までも

持続する問題なども含まれており，これら大きな問題の

解決調査が必要であるため，（1）と（2）のあとの問題

としてしばらくの間残されそうである

　（注1）

　衛星直下点における実際の瞬時視野（画素）は，1辺

が約5kmの正方形である　しかし，この正方形の画素

が直下点を離れるにつれて，次第に変形して面積を増し

てゆく状態を数式で表現することは，かなり複雑で正確

な表現が困難である．従って，ここでは円として表現し

ている

　（注2）

　　　　T2＝海面水温一5。C

は，米国（NESS：National　EnvironmentalSatelliteSer－

vice）で用いられた方式で，当初我国でもこの方式が採

用されたが，試験運用の間に，rひまわり」により得ら

れる海面水温値の個々のデータの安定性について若干問

題があることがわかり，本運用開始（昭和53年4月）後

は，

　　　　T2＝Tlooo－5。C

が暫定的に用いられている．T、o・oは1，000mb面高度

の気温でr鉛直温度分布データ」から抽出される．
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塩谷正雄　著

強風の性質
一構造物の耐風設計に関連し

て一
開発社，1979，A5版，193頁，2，500円

　近年の技術の進歩に伴って構造物の規模が大きくな

り，非常に丈の高いものが作られるようになって来た．

そのため構造物の設計に際して考慮しなければならない

自然力として，風力の重要性が次第に増大し，ある場合

には地震力以上に支配的になる場合さえ生じるようにな

って来た．このような事情を反映して風工学（Wind

Engineering）と呼ばれる分野が近年次第に確立されよ

うとしている．そして，そのような事情を反映して関連

した本が近年相次いで出版された．それらは，岡内他

著，耐風構造（丸善，1977），石崎著，耐風構造（朝倉，

1977）および本書である．前二者は主に構造学の立場か

ら書かれており，気象学に関連した内容は少なく，強風

の性質に関する記述は本書が最も充実している．

　本書の著者は，鉄道技術研究所および日大，生産工学

部において一貫して気象学と工学の境界領域において気

象学的立場から仕事を進めてきた中心的研究者であり，

本書はその研究成果の要約編とも言えるものである．従

って，著者が行って来た研究に関連した分野に重点が置

かれており，風の鉛直分布，強風の乱流，ガストファク

ター（突風率：最大瞬間風速と平均風速の比で，平均風

速から最大瞬間風速を推測するのに用いられる），風と

地形，最大風速の推定などの内容について専門的な解説

がなされており，強風の性質に関する研究の現在の最先

端の知識が要領よく説明されている．風の力学的性質，

風の計測法，風の観測値の解析法などに紙面を充分割く

余裕がなかったと思われる点もあるので，これで風につ

いてすべてのことを基本から勉強しようとする人々にと

っては不満足な点があるが，日本語で書かれた世界の先

端的研究を紹介した本としては立派である．引用文献に

は一般の気象学の研究者には入手困難なものが多く，入

手方法などの説明があった方が良いようにも思われる

が，比較的正確に引用されているので問題は少ないであ

ろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（光田　寧）
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